
   １年 １学期期末テスト  
 

中間テストの反省を生かし、良い結果に結びつけられるようにがんばりましょう。 

 

１ テスト日程 

 ６月２４日（月） ６月２５日（火） 6 月 26 日（水） 

１ 学習[２５分] 学習[２５分] 学習［２５分］ 

２ 理科[45 分] 国語[45 分] 数学[45 分] 

３ 音楽[40 分] 技家[45 分] 英語[45 分] 

４ 社会[45 分]  保体[45 分] 

 

２ 各教科のテスト範囲とワンポイントアドバイス 

 教科 テスト範囲✍ ワンポイントアドバイス☝ 

２４
日
（
月
） 

理科 

教科書 Ｐ２２～４９ 

ワーク □Ｐ２～１５ 

    □Ｐ２０ 

    □Ｐ２２～２７ 

    □Ｐ３０～３１ 

☆ワークの問題はハリネズミに解い

て，丸つけまですること。 

提出・ハリネズミ ６月２４日（月）

終学活 
  ・ノート点検については後日連絡 

◇教科書とノートはよく見直しておこ
う。 

◇ワークの問題は何度も解いて，問題の
形式に慣れておこう。 

◇重要語句は意味まで理解して覚えてお
こう。 
◇ノートについて 
・自習にはノートの評価に加点をします。 
・毎時間の振り返りを全て書けている 
こと。 

音楽 

教科書Ｐ８～１３，３２～３５ 
   「主人は冷たい土の中に」 
   「エーデルワイス」「春」 
器楽Ｐ３～８「喜びの歌」 
校歌 
聞き取りテストあり 

・授業で習った曲の楽譜をよく見て、い
ろいろな音楽記号がどこについている
かも理解しておこう。 

・校歌は３番までの歌詞を覚えておこう。 
・授業で使ったプリントもよく見て、覚
えておこう。 

社会 

地理的分野 

第２章世界各地の人々の生活と環境 

・教科書 P1４～３１ 

・ワークシート NO６～１５ 

世界の各地の衣食住・宗教などの特徴を

おさえておこう 

☆気候区分を雨温図で読み取れるように

しておこう☆ 

※ワークはテスト後初めの授業で提出 



２５
日
（
火
） 

国語 

◎教科書Ｐ．３６～４２，Ｐ．４９～

６６ 

「わかりやすく説明しよう」 

「情報を的確に聞き取る」 

「漢字の組み立てと部首」 

「ちょっと立ち止まって」 

『「好きなもの」を紹介しよう』 

「話し言葉と書き言葉」 

◎あかねこスキル６～１０ 

◎国語便覧Ｐ．２３１「四字熟語」 

３列目 

     Ｐ．２５０「ことわざ」 

◎聞き取りテスト（要点を的確にメモし
ながら聞くことができる。「情報を的確に
聞き取る」） 
◎新出漢字が書ける。（あかねこ） 
◎ことわざ・四字熟語を理解している。 
◎漢字の部首名や意味を理解している。 
◎条件に従ってスピーチの原稿を書くこ
とができる。 
◎話し言葉と書き言葉の違いを理解し、
使い分けることができる。 

技家 

技術：技術・家庭科プリントから出題 

   キャビネット図 

家庭科：Ｐ１０２～Ｐ１１６ 

プリントは授業で言います。 

技術：ファイル提出 テスト当日終学
活終了後技術係が技術室まで持
ってくる。 

   製図をするために定規が必要。 
家庭科：教科書とプリントをしっかり

見直そう。 

２６
日
（
水
） 

数学 

□教科書Ｐ６４まで 

□リピートＰ７０まで 

□素因数分解（プリントＰ２～３） 

□中間テストの復習 

①教科書とリピートの問題は，何が出て

きても解けるようにしておこう。 

②中間テストの内容はすべて解けるよう

にしておこう。 

英語 

①教科書 P4～P44 

（P30～44 がメインです） 

②エイゴラボ P10～P27 

③Talk&Talk No③④⑤⑥⑯ 

④授業で扱った全プリント 

(歌３曲、ﾁｬﾝﾂ・ﾌｫﾆｯｸｽ表を含む) 

※担当の先生の指示に従い、HW プリン

トとエイゴラボを提出。自分で自主学習

をし、仕上げておくこと。 

◇フォニックス表に基づき、聞いて単語

の一部を書ける。 

◇教科書レベルの文・やり取りを聞いて、

読んで意味が分かる。 

◇「私は～します・～しません・～しま

すか？」の文を作れる。 

◇be 動詞を用いた他人の紹介文・一般動

詞を用いた自己紹介文が書ける。 

◇質問に対して適切な答えが書ける。 

保体 

○保健の教科書 P６～P１３ 

「１ 体の発育・発達」 

「２ 呼吸器・循環器の発育・発達」 

「３ 生殖器の成熟」 

○実技の教科書 

集団行動   新体力テスト、 

バレーボール 柔道 

ラジオ体操 

・教科書をよく読んでおこう。 

・授業を思いだそう。 

・プリントの問題等をやっておこう。 

 


